
 

 

 

１ 患者の最新の発生状況（1 月 30 日正午現在） 

 感染者数 うち死亡者数 備  考 

中 国 7,711 人 170人  

日 本 14人 0人 無症状感染者 2名含む（愛知県内は 2例） 

その他 107人 0人 韓国、アメリカ、フランス等 21か国 

合 計 7,832 人 170人  

 

※ウイルスは一般的に「感染力」と「致死率」からリスクを捉える。新型コロナウイルス 

の感染力は、複数の推定値が公表されている中、1人の患者から 3.6～4人にうつってい 

るとの報告が最も高い。致死率は、現在 3％程度で流行当初から特に変わっていない。 

同じコロナウイルスによる感染症のMERS（中東呼吸器症候群）の約 34％や SARS（重 

症急性呼吸器症候群）の約 10％よりは低い。 

 

２ 国内の患者発生経緯 

№ 受診日 備       考 

1例目 1月 6日 既に軽快。濃厚接触者に感染症は確認されていない。 

2～5例目 1月 20～24日 武漢市在住旅行者。濃厚接触者の把握等積極的疫学調査実施中。 

6例目 1月 25日 奈良県在住の観光バス運転手。積極的疫学調査実施中。 

7例目 1月 27日 武漢市在住旅行者。       〃 

8例目 1月 20日 奈良県のバス運転手に同行したガイド（大阪市在住）症状は改善。 

9例目 1月 29日 武漢市から帰国した邦人。行動歴を現在確認中。 

 

1月 29日 

★無症状病原体保有者が 2例確認された。 

 武漢市から帰国後、症状はなかったが念のため行った検査で陽性 

①40代男性、②50代女性 

10～12例目 1月 30日 新たに東京都、京都市、三重県で外国籍の患者が確認された。 

 

３ WHO（世界保健機関）及び厚生労働省の対応 

《WHO緊急委員会（1/24）判断結果》 

 「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」の宣言は一旦見送られた。 

⇒ 昨日（30 日）に再招集して検討した結果、緊急事態を宣言した。 

《厚生労働省の対応》 

 ⑴ 1/28付けで感染症法上の「指定感染症」に指定することを閣議決定 

  ア ２類感染症と同様の取扱い（SARSやMERSと同様。入院勧告や検体採取、就労 

制限等の強制力を行使できる。） 

  イ 検疫法により検疫感染症に指定されると、法律に基づき検査や診察の指示 

 ⑵ 1/28付けで電話相談窓口を設置 03－3595－2285 9時～21時（土日祝含む） 

 

 

 

 

 

 ⑶ 現行のサーモグラフィ等を用いた検疫体制のほか、中国からの全ての航空機内でアナウン

スし、帰国者、入国者に対して検疫ブースで自己申告を呼びかけ 

 ⑷ ホームページでの最新情報の発信及び注意喚起 

 ⑸ 検査方法を確立し、地方衛生研究所で検査できるよう体制整備（現時点では国立感染症研

究所で検査実施） 

 

４ これまでの愛知県の主な対応 

 ⑴ 1/21 付けで国立感染症研究所の Web ページに新たなマニュアルが掲載されたことを受け

関係機関へ周知 

 ⑵ 1/27 付けで愛知県において新型コロナウイルスに関連した肺炎患者が発生したことを受

け電話相談窓口を設置 052－954－6272 平日の 9時～17時 

 ⑶ 1/28付けで県庁内の関係各課と情報共有を図るために県庁内連絡会議を開催 

 ⑷ 電話相談窓口を県内 12 の保健所に拡大 

    ※瀬戸保健所 0561－82－2196 平日の 9 時～17 時 

 ⑸ 瀬戸保健所から各地区医師会に院内感染症対策についての通知を発出 

 

５ 今後の本市の対応方針等 

 ⑴ 1/29付けで市ホームページのトピックスに、市民の皆さんが最新の情報を入手できるよう

厚労省や愛知県へのリンクを貼った記事を掲載 

 ※感染症対策は「正しく恐れること」、すなわち、正確な情報とこれに基づく適切な対応をする

ことが重要であるため、正確かつ最新の情報発信に努める。 

⑵ 今後の動向を注視し、必要に応じて本市の「新型インフルエンザ等対策行動計画」を参考

に、庁内関係各課による「対策連絡会」を開催して情報を共有 

※「庁内対策本部」の設置については、新型コロナウイルスが特措法の適用対象となっていな

いため、今後の状況に応じて適宜判断する予定。 

 

  

 

６ 医療機関受診に係る参考 

  瀬戸保健所相談窓口へ一度連絡し、適切な受診先の助言を得ていただきたい。 

  ※第二種感染症指定医療機関である公立陶生病院の対応 

病院入口に貼り紙を貼付し、過去２週間以内に中国への渡航歴があり、発熱やせき、たん

などの症状がある人などは、インターホンを押してスタッフを呼ぶよう求めている。他の

患者と接触しないようにスタッフが誘導し、陰圧室に連れていく。医師や看護師は、高性

能マスクやガウン、手袋をつけて対応。 

新型コロナウイルスによる肺炎について（情報共有） 

★職員の皆さんにあっては、季節性インフルエンザも流行している中、咳エチケットやうが

い及び手洗いの励行、マスクの着用など、通常の感染症予防に努めていただきたい。 


